
議案第７号 

小松能美都市計画地区計画の決定（小松市決定） 

 

 

小松能美都市計画 沖周辺地区地区計画を次のように決定する。 
 

名      称 沖周辺地区 地区計画 

位      置 小松市沖町、不動島町、清六町、三田町の各一部 

面      積 約２９．９ha 

地区計画の目標 

本地区は、本市中心部から南東方向に約１ｋｍに位置し、

中心市街と新市街地の間に位置している。 

都市の骨格を形成する中環状道路である(都)幸八幡線及

び(都)沖白江線の沿線地区であり、交通の利便性の高い地

区であることから、商業地及びそれらと一体となった住宅

地として整備・育成していく必要がある。 

 このため、地区計画の策定により計画的な市街地整備を

図り、広域商業機能を有する幹線道路沿線にふさわしい健

全な商業街区及び良好な居住環境を備えた住宅地として整

備し、ゆとりある都市空間の形成を目指すものである。 

土地利用の方針 

小松市の広域商業機能を有する商業街区の形成及び良好

な居住環境を備えた住宅地の形成を目標として、周辺地域

と調和した利便性の高い良好な環境を有する土地利用を図

るものである。 
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建築物等の整備の方

針 

 

 地区計画の目標及び土地利用の方針に基づき、健全な商

業地及び住宅地を育成するため、用途の制限、敷地面積の

最低限度、容積率の最高限度、建ぺい率の最高限度、壁面

位置の制限、建築物の高さの制限、建築物の形態・意匠の

制限、垣・さくの構造の制限により良好な環境の確保を図

る。 

 

 

 

 

 

 



 

名称 商業地区 沿道サービス地区 住宅地区 
地区の 

細区分 
面積 Ａ＝約１５．８ha Ａ＝約７．６ha Ａ＝約６．５ha 

建築物等の 

用途制限 

 

次に掲げる建築物を建築

してはならない。 

１ 自動車教習場 

２ 倉庫業倉庫 

３ 畜舎 

 

次に掲げる建築物を建築し

てはならない。 

１ ボーリング場、スケー

ト場、ゴルフ練習場 

２ マージャン屋、ぱちん

こ屋、射的場、馬券・

車券発売場等これらに

類するもの 

３ 劇場、映画館、演芸場、

観覧場等これらに類す

るもの 

４ 自動車教習場 

５ 倉庫業を営む倉庫 

６ 畜舎 

 

次に掲げる建築物を建築し

てはならない。 

１ ボーリング場、スケー

ト場、ゴルフ練習場 

２ 自動車教習所 

３ ホテル、旅館 

４ 事務所及び店舗その他

これらに類する用途に

供する部分の床面積が

1,500 ㎡を超えるもの 

５ 畜舎 

１６５㎡ 建築物の 

敷地面積の 

最低限度 
ただし、基準時（地区計画の都市計画決定時）に、既に上記面積未満の敷地とな

っている場合は、この限りではない。 

建築物の 

容積率の 

最高限度 
２００％ 

建築物の 

建ぺい率 

最高限度   
６０％ 
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建築物等の 

壁面位置の 

制限 

１ 建築物の外壁又はこれに代わる柱の面（以下「壁面等」という）から道路境界

線又は隣地境界線、公園、水路（以下「隣地」という）の境界線までの距離の最

低限度は、次に掲げる数値とする。 

（１）都市計画道路幸八幡線及び沖白江線については、１．５ｍ 

（２）前号掲げる道路以外の道路の道路境界線又は隣地等の境界線については、 

１．０ｍ 

２ 次の各号に該当するものについては、前項の規定は適用しない。 

（１）道路境界線に係る壁面等の後退において、壁面後退部分に係る床面積の合計

が５㎡以内であり、かつ、軒の高さが３．０ｍ以下の独立した車庫及び物置そ

の他これに類するもの 

（２）隣地等の境界線に係る壁面等の後退において、壁面後退部分に係る床面積の

合計が５㎡以内であり、かつ、軒の高さが３．０ｍ以下の独立した車庫及び物

置その他これに類するもの 



地区の細分 商業地区 沿道サービス地区 住宅地区 

建築物等の高さの最高限度は、地区の区分に応じそれぞれ次に掲げる数値とする。建築物等の 

高さの 

最高限度 
３１ｍ ２０ｍ １５ｍ 

１ 建築物の外壁の色は、白、グレー、茶等を基調とし、また屋根の色は、黒、グ

レー、茶等を基調とした落ち着きある色調とするとともに、形態又は意匠は、

都市景観上支障がないものとする。 

２ 広告物は自己用とし、色彩、装飾、大きさ等により美観風致を損なわず、都市

景観形成上支障のないもので、次に該当するものとする。 

建築物等の 

形態、意匠 

の制限 

（１）建築物の屋上以上及

び屋根面に設置しな

い。 

ただし、陸屋根で四方

をパラペット等で立上

げ囲う場合は、除く。

また、広告物の表示面

積は、表示する壁面面

積の１／５以下とす

る。 

（２）表示面を含め壁面後

退部分に設置しな

い。 

（３）独立広告物は、高さ

を６ｍ以下とし、表

示面を含めて壁面

後退制限範囲内に

設置しない。 

（１）建築物の軒高以上及び屋上に設置しない。 

ただし、陸屋根で四方をパラペット等で立上げ囲う

場合は、除く。 

また、広告物の表示面積は、表示する壁面面積の１

／５以下とする。 

（２）表示面を含め壁面後退部分に設置しない。 

（３）建築物と同一敷地内に設けることのできる独立広

告物は、1基まで、かつ高さを６ｍ以下とするもの

で、表示面を含めて壁面後退制限範囲内に設置しな

い。 

 

 

垣又はさくの

構造の制限 

道路に面して垣又はさくを設ける場合（壁面後退区域外に設ける場合を除く。）

は、次の各号のいずれかに該当するものとする。 

１ 高さ１．５ｍ以下の生垣又は植栽とする。 

２ 高さ１．５ｍ以下の透視可能な鉄さくやフェンスとする。 

３ レンガ、タイル、化粧ブロック、石、その他これらに類するものを設置する場

合は、高さ０．６ｍ以下とする。また、透視可能なフェンスを組み合わせた場合

は、全体の高さを１．５ｍ以下とする。 

 

 

「区域は計画図表示のとおり」 

 



 

 

理 由 

 土地区画整理事業により新たな基盤整備が行われる本地区において、ゆとりある都市

空間の形成を目指し、主要幹線道路沿線にふさわしい健全な商業街区及び良好な居住環

境を備えた住宅地として、計画的な市街地整備を図るため、地区計画を決定するもの。 

 


